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総数 １５ ～ ６４ 歳　人口総数 増加率（％）
総数 ６５ 歳以上　人口総数 増加率（％）
総数 ７５ 歳以上　人口総数 増加率（％）
表-2　対象地一覧
第１グループ 第２グループ 第３グループ 第４グループ
高千穂町 久留米市 古賀市 春日市
嘉麻市 芦屋市 須恵市 粕屋市





















































人口密度　DID 内 バス停 Buffer　用途地域内面積カバー率
用途地域指定状況　
都市計画区域内































成分 合計 分散の％ 累積％ 合計 分散の％ 累積％
１ 16.190 38.547 38.547 16.190 38.547 38.547
２ 5.864 13.961 52.508 5.864 13.961 52.508
３ 5.238 12.471 64.980 5.238 12.471 64.980
４ 4.052 9.648 74.628 4.052 9.648 74.628
５ 2.024 4.819 79.447 2.024 4.819 79.447
６ 1.909 4.544 83.991 1.909 4.544 83.991
７ 1.676 3.990 87.981 1.676 3.990 87.981



















































































































































































やや大きな第 3 グループに属する都市が 2 都市，
人口増加率が非常に大きな第 4 グループに属する
















































い都市が 3 都市，人口増加率がやや大きな第 3 グ
ループに属する都市が 1 都市となっており，人口
増減率の視点から見ると，やや減少傾向であるが，
人口を維持するためには有効な構造ということが
分かった．
4.まとめ
　今回，本研究では，都市の類型化を，九州内の
都市を利用して行った．その結果，コンパクト性
及びネットワーク性からその多様性を明らかにす
るとともに，特徴的な都市構造のタイプを抽出す
ることができた．さらに，人口増加率の視点から
見ると，コンパクト性とネットワーク性の高い都
市では，人口が維持増加傾向にあることが分かっ
た．よって，立地適正化計画を考えていく上でも，
現時点で構成されている多様なコンパクト性と
ネットワーク性を考慮する必要があるという結果
となった．
図-16　グループ 5主成分分析結果平均
図-9.1.11　日向市　公共交通機関（バス）
図-9.1.12　日向市　公共交通機関（鉄道）
図-9.1.13　日向市　道路ネットワーク
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